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アメリカに「壊れていないものを修理するな」If it 
ain't broke, don't fix it という格言がある。昔からあ
りそうな言葉だが、実は起源は新しく、カーター政権の
スタッフだったバート・ランスという人が言って定着し
たらしい。最近教育制度改革の話を聞くたびにこの言葉
が頭をよぎるのだが、やはり曲がりなりにも機能してい
るものをいい方に作り変えていくというのは難しい。そ
うした「本当によくなったかどうか分からない改革」が
世の中にあふれる中で、白眉プロジェクトは、プロジェ
クト自体が「白眉」と呼ばれてもよさそうな異彩を放つ
新しい試みである。

最初に「５年間ただ研究だけすればよいというポスト
を作って優秀な若手の研究者を集める」という計画を耳
にしたときは、予算の締め付けが年々きつくなるこの世
知辛い世の中に、はたしてそんな虫のいい話が通るのか
と半信半疑であった。しかしあれよあれよというまにプ
ロジェクトは実現し（わたしも少しだけお手伝いをさせ
ていただいた）、第一期の白眉研究者たちが京大に集まっ
てきた。実際に運営が始まってみると白眉センターは期
待以上の存在感を放つようになってきた。とりわけ、そ
れぞれの研究者が個々の研究で活躍するだけでなく、異
分野間の交流や共同プロジェクトに熱心に取り組む姿は
見ていて頼もしい。

わたしの専門は科学哲学や倫理学といった哲学系の分
野であるが、他の分野の方と一緒に仕事をさせていただ
く機会も多い。たとえば技術者倫理教育は工学系の教員
に哲学者を含めた多分野の研究者が協力する形で開発が
すすめられてきており、わたしも教科書作成や教材開発
にたずさわってきた。こういう学際的な活動に参加した
ときに、哲学には一体何ができるのか、哲学は何の役に
立つのか、がしばしば問題となる。技術者倫理教育でい
えば、哲学者は当然ながら技術に詳しいわけではなく、
他に専門知識とよべるほどのものを持つわけでもない。
哲学者は言ってみれば何のリソースも持たない素人とし
てそういう共同研究にとびこんでいくことになる。

それでもそういう共同研究の場に哲学者がいることに
はいくつか意味があると思う。一つは整理係としての役
割である。異分野の人々が集まって仕事をするとき、学
問としての前提がまったく違うために話が通じないこと
はよくある。白眉研究者のみなさんはセンターでの共同
研究で日々それを感じていることだろう。哲学者は哲学
の中でもお互いに話が通じないのが日常茶飯事なので、
話が通じない人の間の通訳や、なぜ通じないかの分析は
比較的得意である。もう一つ、哲学者の役割は何かと聞
かれてよく言うのは、「異文化」としてそこにいることだ、
ということである。哲学の問題意識は他のもっと実用的
な分野と比べるとやはり特殊である（「世界は存在しな
いかもしれない」みたいな、他の人が心配しないような
ことを心配する）。そうした人がいること自体によって
発生する違和感や意見の食い違いが反省をうながし、問
題の理解を深めていく。

哲学ほど極端ではないにせよ、白眉センターに集う研
究者たちは、これだけ多様な分野の研究者が集っている
以上、やはりお互いに異文化という側面を持つだろう。
違う文化の研究者と触れ合うことで、違うものの見方を
知り、自分の研究も違う角度から見ることができる。大
事なのは、少々話が通じなくても性急に相手を切りすて
ない気の長さである。
「壊れていないものを修理するな」というが、もちろ

ん世の中には壊れたものもあれば、壊れてはいないけれ
ども確かに改善できるものもある。ただ、曲りなりにも
機能しているものに手を加えるのには細心の注意が必要
だということである。そういうときには多面的な視点や
価値観・問題意識からの検討が不可欠である。白眉セン
ターに籍をおき、学際的な空気を吸うみなさんが、そう
した多面的な視点からものを見る心構えを身につけ、「正
しく修理する」ことのできる人材として今後も活躍して
いかれることを願っている。

（いせだ　てつじ）

壊れていないものを修理するなというけれど…

文学研究科 准教授・白眉センター プログラムマネージャー（兼任）　伊勢田　哲治
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 Hakubi conversation

自身の研究紹介
（司会）まず、ご自身の研究分野とその
内容について紹介して下さい。江波さ
んはいかがでしょうか？

（江波）僕の研究分野は物理化学にな
ります。化学反応や物理現象を分子レ
ベルで理解しようっていう、どっちか
というとメカニズムそのものに興味を
持っています。その中で僕が特に興味
があるのは、大気環境や生体内の界面
で、そういう境界相で起こる化学反応
なり、物質の挙動みたいなものに興味
を持って研究しています。

（司会）セドリックさんはいかがでしょ
うか？

（セドリック）私の専門は固体化学で、
新物質を作って、どんな物性があるの
か、何に使えるのかを研究しています。
たとえば触媒、超伝導などに試してい
ます。

（司会）新しいものを作るということで
すか？

（セドリック）新しいものを想像してか
ら、いろいろな粉末を混ぜて、焼いた
りして合成しています。

（司会）齊藤さんはどうですか？
（齊藤）多分、私、化学ではないような
気がするんですけど。

（一同）（笑）
（齊藤）今日、ここにいていいのかって
いうのが、ちょっと疑問はあるんです
が…。一応化学の領域でいうと生化学に
なるのかなと思うんですけども、分野的
にはシンセティックバイオロジー、日本
語では合成生物学といわれる分野に近い
です。それで興味があるのは、細胞が様々
な化学物質や化学反応からどうやって構
築されるのかという原理です。そもそも
どうやって細胞ができるのかとかわから
ないですよね。iPS 細胞での初期化のメ
カニズムもまだよくわからないことが多
いし、そういうよくわかんないものを、
細胞を構成する要素を元に、一からボト
ムアップして作っていくアプローチで理
解したい。その理解をもとに、いろんな
細胞を精密に制御して、有用かつ面白い
技術を開発したいっていう興味を持って
研究しています。

（司会）生化学というのは、細胞の研究
を化学の視点でやっていくということ
ですか。

（齊藤）そうですね。特に僕の場合は核
酸の一つ、RNA という分子を使ってる
んですけども、それを使って細胞の中
の化学反応を制御することで、その細
胞の運命を制御するとか、その細胞の
でき方を理解したいとか、そういうア
プローチで研究しています。

（司会）村上さんはどうですか？
（村上）はい。僕は有機化学という分野
でして、有機化学って何かっていうと、
多分セドリックさんの無機化学とはある
意味対照的な立場だと思うんですけど、

炭素とかさまざまな元素をつないでいっ
て、ものを作るんです。薬だったりとか
プラスチックだったりとか、大体身の
回りにある有用なものは炭素でできてま
す。そういう大事なものは絵（化学式）
ではいろいろ描けるんですけど、実際に
どうやって皆に提供できるよう作るかっ
てのはすごい難しい。簡単に、安く、大
量にもの（化合物）を提供できる反応っ
ていうものが有機化学（合成）では目標
ですね。しかしこれだけでは、イノベー
ションは産まれないので、自分が開発し
た反応で、これまでの方法では作れない
ものを自由自在に作りたいというのが理
想です。この目標と理想が両方かなうよ
うな新しい反応を開発して、皆さんの役
に立つ薬であったり、材料であったりを
新たに提供したいというところに興味を
おいて研究してます。

化学を選んだきっかけ
（司会）ところで、ご自身が今の分野を
選ばれたきっかけみたいなのは、どう
いう感じだったのでしょうか？

（江波）僕は工業化学科の出身なんです
けど、３回生に学生実験で有機化学、
物理化学、無機化学、分析化学、生化
学を一通りやるんです。結構みっちり
１年間、やるんですよ。それで進路を
選びなさいっていうことなんですけど、
それで、物理化学が一番面白かったっ
ていうのが一つと、あと、物理化学の
授業がすごく面白くて、熱力学とか化
学動力学とか。腑に落ちるのが好きで、
面白いなと思って。村上くんの前で言

シリーズ白眉対談⑥ 化学司会・編集：ニューズレター編集部

今回は白眉研究者の中から 4 人の化学
者を選んでここに来ていただきました。
日頃どんなことを考えながら研究に取り
組んでいらっしゃるのか、お話を伺いま
した。

登場人物と研究課題
江波進一　特定准教授　『独創的な手法
による大気環境化学における界面反応の
本質的解明』
タッセル セドリック　特定助教　『ペロ
ブスカイト型構造を有する混合アニオン
化合物の合成および評価』
齊藤博英　特定准教授　『シンセティッ
ク・バイオロジーを活用した細胞機能制
御技術の開発』
村上　慧　特定助教　『硫黄元素の特性
を生かした新規有機分子構築法の創生と
その展開』

左から齊藤氏、村上氏、江波氏、タッセル氏
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